＜伊江島＞

周囲22.4km　面積22.86㎢　人口5131人

　本島周辺の島々の中では久米島の次に大きいが、比較的観光客も少なく素朴な雰囲気が味わえるところ。村人たちは島の中央にそびえ立つ城山（ぐすくやま）を「イータッチュー」と呼び崇めている。城山の頂きから眼下を見下ろすと、産業のメインであるキクや葉タバコ畑が広がった島全体が目に飛び込んでくる。本島の人も海水浴に訪れるという伊江ビーチは真っ青で美しい。

＜城山（イータッチュー）＞

標高172ｍの城山は島のシンボルで、頂上からは島全体が見渡せる。タッチューとは方言で「とんがっている」という意味・おすすめは夕暮れ時。360度パノラマ状に広がった風景に沈む夕日は美しい。伊江港からクルマで１５分程で御嶽（うたき）がまつられた城山中腹の広場にでる。ここから石段を約１０分登ると頂上に出る。

＜ニィヤティヤ洞（がま）＞

戦争中「防空壕」に使われていて、多くの人々が避難したことから「千人洞」とも呼ばれている。洞内のひんやりとした空気に包まれると、何ともいえない気分に浸れる。かつては子宝に恵まれない女性が持ち上げると良いという「力石」があったそうだ。伊江港からクルマで１０分

＜湧出（わじー）＞

ダイビングスポットが点在する島の北海岸は、迫力ある断崖絶壁の風景が続く。この波打ち際から湧き出る泉を「湧出」と呼び、かつては島民の貴重な水源として大切にされていた。伊江港からクルマで１０分

＜島村屋観光公園＞

島村家の屋敷跡で、沖縄芝居三大悲劇のひとつ「伊江島ハンドー小（ぐゎー）」の舞台となったところ（ハンドーグヮーは主人公の娘の名前）。園内は復元された島村家の住宅、漁具などの生活民具が展示された民具館、ハブ園、砂糖小屋などがある。伊江港からクルマで５分

＜反戦資料館＞

太平洋戦争時、激戦地であった伊江島でも多くの人々が亡くなった。当時の兵士が身につけていたボロボロの衣類や手榴弾などがそのまま展示してあり、戦争の生々しさが伝わってくる。伊江港からクルマで５分

＜公益質屋跡＞

かつて村営の公益質屋だった古い建造物で、昭和４年に建てられ、沖縄戦をくぐり抜けてきたという貴重なもので、コンクリートの壁に残る弾痕が痛々しい。伊江港からクルマで５分

＜芳魂の塔＞

太平洋戦争で亡くなった軍人・島人約３５００人の慰霊碑。島村屋観光公園の近くにある。

＜アニーパイル記念塔＞

沖縄戦時に最前線でニュースを伝え、伊江島で1945年４月戦死したアメリカの従軍記者アニーパイルの慰霊塔。米軍のよって建てられたもの。伊江港からクルマで５分。

＜リリーフィールド＞

テッポウユリ原生林を復元させようと９５年４月に作られた公園。４月下旬には100万本のユリが咲き乱れる。展望台からは伊是名島や伊平屋島が眺められる。伊江港からクルマで１５分。

